
杉並区地域公共交通計画の推進

資料３

令和５年８月８日



面 積 34.06 ｋ㎡

人口（令和４年

１月１日時点）
569,703 人

15歳未満 60,693 人

65歳以上 120,263 人

高 齢 化 率 21.1  ％

東京都杉並区の現状

鉄道５路線／路線バス66系統／すぎ丸３路線

２



「誰もが生活圏で移動しやすい仕組み」を
みんなで考え、みんなが支える

区の地域交通の役割と基本方針

計画の基本方針

計画ｐ１５、６５

区の公共交通に求められる役割

区民一人ひとりの移動を
生涯にわたって支え、
移動の自由を確保する

3



目標５

目標１ 持続可能な公共交通へと刷新されている

生活圏での快適な移動が確保されている目標２

気軽で自由な外出と回遊が確保されている目標３

安全かつ安価で最適な移動が確保されている目標４

脱炭素化に資するかしこい移動へと転換されている

計画の目標 計画ｐ６５－６６
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施策と取組の実施スケジュール 計画ｐ９１－９２
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成果指標と目標値 計画ｐ９３－９４
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（１）杉並区地域公共交通計画の今後の取組について

議 事
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（１）杉並区地域公共交通計画の今後の取組について
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（１）杉並区地域公共交通計画の今後の取組について

住宅都市の「杉並区」が目指す
MaaSを基軸とした新たな移動の価値創出

観光

買い物 通院

通学

１．データ整備 ２．データ活用 ３．新たな移動の価値創出

客観的なﾃﾞｰﾀを基にした
関係者協議が可能となる
（官民連携）
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施策１－３
すぎ丸の魅力を高めるための
再設計

目標１ 持続可能な公共交通へと刷新されている

（１）杉並区地域公共交通計画の今後の取組について

取組２
ホームページや時刻表による

分かりすい情報提供

▶区公式ホームページ「すぎ丸」
リニューアル（令和５年８月～）

▶すぎ丸利用者の乗降調査実施
（令和５年秋）

施策１－２
モビリティ・マネジメントの実施
(公共交通の利用促進)

取組１
全区民を対象とする公共交通の

広報啓発

▶「すぎ丸の日(令和５年11月末)」
における公共交通の利用促進策の検討

取組４
運行計画・運行協定・運賃の

根本的な見直しの検討
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取組１ 自宅と交通結節点までの
ファースト・ラストワンマイルをつなぐ
公民連携したデマンド交通の実証運行及び実施

目標３ 気軽で自由な外出と回遊が確保されている

施策３－１
新たな公共交通サービスによる移動の選択肢の拡充

短 期

（１）杉並区地域公共交通計画の今後の取組について

取組２ 地域の回遊性の向上に資する
グリーンスローモビリティの運行

短 期
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目標３ 気軽で自由な外出と回遊が確保されている

施策３－３
公共交通を補完する自転車利用の推進

取組１
自転車の安全な利用の促進

（１）杉並区地域公共交通計画の今後の取組について

▶本格実施（令和５年４月～）

▶自転車活用推進計画の策定中

【参考】杉並区役所前のモビリティ・ハブ
（シェアサイクルの共同ポート）

取組２
公民連携したシェアサイクル事業

の推進
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目標４ 安全かつ安価で最適な移動が確保されている

施策４－2
MaaSの実装と
自動運転技術の活用検討

取組１
交通事業者等のプラットフォームを
活用したMaaSの実装

（１）杉並区地域公共交通計画の今後の取組について

取組２
オープンデータの整備・活用

取組３
都市OSを見据えた交通のデータ
整備とその他各種データとの連携

取組4
自動運転技術の実証実験

▶令和６年度に向けて実施内容を検討中

▶すぎ丸のGTFSデータ等の整備中 ▶グリスロ車両ODDデータ取得予定
（令和５～６年度）
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目標４ 安全かつ安価で最適な移動が確保されている

施策４－2 取組１ 交通事業者等のプラットフォームを活用したMaaSの実装

（１）杉並区地域公共交通計画の今後の取組について

現在、検討しているうち、一例として
今回はトヨタファイナンシャルサービス様の
「my route マイルート」を紹介。

▶令和６年度に向けて実施内容を検討中
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Toyota Financial Services Corporation  |  Confidential and 
Proprietary 

my routeのビジョン

“もっと移動したくなる環境づくり”を通じて、

「すべての人の移動の自由」と

「ずっと賑わう街づくり」に貢献したい

社会インフラという視点で、様々な移動手段の中の一つとして自動車を位置づけ、

リアルタイムなユーザー状況・都市状況に応じた、最適な移動手段を提供

区の公共交通に求められる役割や計画の基本方針にも合致。
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Toyota Financial Services Corporation  |  Confidential and 
Proprietary 

my routeの機能

ユーザーの日々の生活に密着し、「自分ならでは」の移動体験を提供。
“もっと移動したくなる環境”を作っています。

myステーション

毎日利用する交通の情報を
一目で確認！
遅延情報や時刻表も確認できます。

次のバスまであと何分？ 駅・バス停の時刻表も確認

おでかけ情報

いまいる場所や
myステーション沿線の
思わずおでかけしたくなる
グルメ＆イベントの情報を配信！

こんなお店があったんだ！ トレンドに即したおでかけ情報も

※コンテンツプロバイダーからの情報に加え

杉並区のオリジナルコンテンツも配信可能

自分に合ったおでかけ情報で、移動を「楽しく、便利に」
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Toyota Financial Services Corporation  |  Confidential and 
Proprietary 

デジタルならではの交通チケット機能（福岡市内24時間・6時間フリー乗車券）

24時間購入・利用可能なため、購入場所や利用開始時間の制約がなくなった※バス車内での紙券販売も廃止
→ チケットの使い勝手が増し、コロナ禍においてコロナ前のチケット販売数を越える

開始から約４年でデジタル券の販売での販売比率が９０％以上に
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目標５ 脱炭素化に資するかしこい移動へと転換されている

施策５－１
環境負荷の小さい低炭素な車両の導入

取組１

すぎ丸における電気バスの導入

年度 令和５年度

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

契約前準備
（補助金の交付申請等）

入
札

契約

製造

納車

運行
開始

▶けやき路線でＥＶ車両１台を導入

（１）杉並区地域公共交通計画の今後の取組について

ＥＶ
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（２）ＡＩオンデマンド交通導入に向けた部会設置について

議 事
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（２）ＡＩオンデマンド交通の導入検討に向けた
部会設置について

令和５(２０２３)～
令和８(２０２６)年度

年度 ５
年度

６
年度

７
年度

８
年度

検討
（実証運行など）

計画ｐ７９

□実施期間
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計画でのデマンド交通の取組の位置づけ

公共交通不便地域を対象に、
「新たな乗合交通」を検討
する必要性がある。



（２）ＡＩオンデマンド交通の導入検討に向けた
部会設置について

計画ｐ７９
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「新たな公共交通サービス(施策３－１)」の整理

取組１ デマンド交通 取組２ グリスロ

運行形態 区域運行 路線定期運行

目的 公共交通不便地域の解消 区民や来街者の回遊性向上

（生活の足＋観光）

対象地域 公共交通不便地域 荻窪地域（モデル実施）

運行エリア 運行エリアの設定は柔軟 運行エリアの設定は限定的

▶きめ細かい移動需要に対応できるが、特徴を踏まえた使い分けが必要。



（２）ＡＩオンデマンド交通導入に向けた部会設置について（２）ＡＩオンデマンド交通の導入検討に向けた
部会設置について

計画ｐ５３

区内の公共交通不便地域（＝候補地域）

南荻窪・
宮前地区

２

４

凡例

バス停留所

「すぎ丸」バス停

路線バス

「すぎ丸」路線

公共交通不便地域

鉄道駅800mかつバス停留所200m圏外

バス停留所200m圏域

鉄道駅800m圏域

堀ノ内・
松ノ木地区

５

１

善福寺地区

３

上荻・
西荻北地区

本天沼・
清水地区
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路線バス デマンド交通 タクシー

予約 不要 必要 状況に応じて必要

乗車形態 乗合 乗合 個別

経路・時間 固定 変動 自由

乗降場所 停留所のみ きめ細かい乗降拠点 自由

運賃 安 中 高

□デマンド交通とは？

（２）ＡＩオンデマンド交通の導入検討に向けた
部会設置について

利用者の需要(予約)に応じて運行を行う
乗合交通サービス。
従来の固定された経路でない運送、停留所
の密度を高めた輸送、月額乗り放題等の
運賃による輸送等、技術革新が進んでいる。

□路線バスやタクシーとの比較

日本経済新聞記事より杉並区作成

A I (人工知能)が
利用者の予約に
応じて配車時間や
ルート設定を行い、
最適な運行ルート
を実現する。

A I を活用すると…
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▲スマートフォンで乗降拠点を
確認して予約ができる



（２）ＡＩオンデマンド交通の導入検討に向けた
部会設置について

三鷹市 豊島区 世田谷区 荒川区 大田区

地域 大沢地区 大塚駅周辺 砧・大蔵地区 町屋地区 池上駅・西馬込駅周辺エ
リア、蒲田駅周辺エリア

目的 コミュバスの
一部代替

交通弱者への
新たな公共交通

導入検討

公共交通不便
地域の対策

Ｒ３年度廃止の
コミュバス「町屋
さくら」代替

公共交通不便
地域の改善

期間 Ｒ４.１０.２４
～Ｒ５.９.３０

Ｒ５.４.１９
～Ｒ６.８.３１

Ｒ５.５.１～
Ｒ６.４.３０

Ｒ５.７.３～
Ｒ６.３.２９

Ｒ５.７.３～
Ｒ６.６.３０

運行
日時

月～土（基本）

ＡＭ８時
～ＰＭ６時

毎日
ＡＭ７時

～ＰＭ１０時

月・水・金
ＡＭ８時半
～ＰＭ６時

月～金
ＡＭ１０時
～ＰＭ３時

奇数日:池上駅~エリア
偶数日:蒲田駅~エリア

ＡＭ９時半
～ＰＭ４時半

運行
事業者

寿交通㈱
・境交通㈱

㈱エコリムジン
東京

東急バス㈱ 三和交通㈱・大日
本交通㈱・東京合

同自動車㈱

東急バス㈱

システム
事業者

SWAT Mobility 
Japan㈱

Community 
Mobility㈱

㈱未来シェア ㈱アイシン ㈱Near Me

運賃 地区内100円
地区外300円

(高齢者・障害者割引)

30日間定額プラン

5,000円
１回利用300円他

大人 300円
小学生 150円
70歳以上100円
未就学児 無料

大人 300円
小人 150円

(未就学児除く)

大人 300円
小人 150円

未就学児 無料

□都内の導入事例 各区市ホームページ・パンフレットより杉並区作成
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（２）ＡＩオンデマンド交通導入に向けた部会設置について（２）ＡＩオンデマンド交通の導入検討に向けた
部会設置について

検討部会の条例上の位置づけ

協議会は、その定めるところにより、部会を置くことができる。
（条例第６条第１項）

部会の委員及び部会長は、第３条第１項に規定する委員のうち
から、会長が指名する。（条例第６条第２項）
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▶構成員は、バス・タクシー事業者を中心とする協議会委員を想定。

▶公共交通不便地域の解消を目指し、新たな公共交通サービス
（ＡＩオンデマンド交通）の導入に向けて具体的に検討を進める
ため、協議会の下部組織として「検討部会」を設置し、関係者
間で協議・調整を図っていきたい。



（２）ＡＩオンデマンド交通導入に向けた部会設置について（２）ＡＩオンデマンド交通の導入検討に向けた
部会設置について

検討部会の今後の進め方（予定）

実
証
運
行
の
開
始

令和５（２０２３）年度

協議会

検討部会

部会
設置

内容
報告

内容
報告

内容
報告

課題
整理

地域選定 運行準備
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▶丁寧に合意形成をしながら、地元事業者による運行を前提に、
区民の移動需要に応える新たな乗合交通を官と民で共に創る。

令和６（２０２４）年度

データ活用
（例.路線バス利用者、パーソントリップ調査、

大都市交通センサス、区民アンケート等）



（１）杉並区グリーンスローモビリティ運行計画策定業務
及び運行業務受託者候補者の選定結果等について

その他報告事項
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（１）杉並区グリーンスローモビリティ運行計画策定業務
及び運行業務受託者候補者の選定結果等について

公募事業者の選定経過

令和５年４月27日 選定委員会（外部委員を含む）設置

令和５年６月15日 第一次審査（書類審査）

令和５年７月 ３日 第二次審査（プレゼンテーション・ヒアリング審査）

「杉並区グリーンスローモビリティ運行計画策定業務及び運行業務」
公募型プロポーザル選定結果

事業者名

キャピタルモータース株式会社
（杉並区清水３ー１６－１０）

▶今後、契約を締結し、令和５年度内に運行計画を策定する。

28

公
平
な
審
査



□運行ルート・停留所

①荻窪駅南口
↓

②大田黒公園
↓

③(仮称)荻外荘公園
↓

④荻窪地域区民センター

↓
⑤区立桃井第二小学校

※⑤は降車のみ

↓
①荻窪駅南口

グリーンスローモビリティについて（１）杉並区グリーンスローモビリティ運行計画策定業務
及び運行業務受託者候補者の選定結果等について

※大規模改修工事
により一時運休予定

（令和６年１２月
～令和７年４月）

（参考）令和４年度グリスロ実証運行 運行ルート

１周 約２.９km（約３０分）
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（１）杉並区グリーンスローモビリティ運行計画策定業務
及び運行業務受託者候補者の選定結果等について

□運行時間 午前９時から午後５時まで

□運行頻度 １時間に２本以上

□使用車両 ２台（ヤマハ発動機１台／タジマモーターコーポレーション１台）

◆ヤマハ AR-07
（７人乗り⁼定員５名※)
※運転席が左にあるため前列を使用しない

走行距離:45～55km/充電時間:８～12ｈ

◆タジマ NAO-6J
（６人乗り⁼定員８名※）

※オプションで８人乗りに改修予定

走行距離:約80km/充電時間:７～10ｈ
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年度 令和５（２０２３）年度

月

項目

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

事業者
選定

事業
計画

警察
協議

車両
購入

事業者選定

契約

運行計画の策定

調整

許可申請

車両購入
納車

（１）杉並区グリーンスローモビリティ運行計画策定業務
及び運行業務受託者候補者の選定結果等について

□今後のスケジュール

警察協議

一般乗合旅客自動車事業（４条）

協議

テスト走行

施策３-１ 取組２ 地域の回遊性に資するグリーンスローモビリティの運行
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年度 令和６（２０２４）年度

月

項目

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

許可
申請

乗降場
整備

実証
運行

本運行

許可

（１）杉並区グリーンスローモビリティ運行計画策定業務
及び運行業務受託者候補者の選定結果等について

取得

工事

実証運行

有償（３か月程度）

検証

荻
外
荘
公
園
の
開
園

本運行

□今後のスケジュール

施策３-１ 取組２ 地域の回遊性に資するグリーンスローモビリティの運行
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（１）杉並区グリーンスローモビリティ運行計画策定業務
及び運行業務受託者候補者の選定結果等について

□社会実験への応募・採択

将来的な地域住民との連携を視野に
入れ、グリーンスローモビリティ車両
における自動運転への移行検証及び
シュミレーター環境構築を行う。
（令和５～６年度）

【参考】令和５年度
国土交通省関東地方整備局
報道資料（令和５年６月２９日）

施策３-１ 取組２ 地域の回遊性に資するグリーンスローモビリティの運行

施策４-２ 取組4 自動運転技術の実証実験

33



その他報告事項

（２）杉並区自転車活用推進計画の骨子案について

資料４ 杉並区自転車活用推進計画の検討経緯等について

資料５ 「杉並区自転車活用推進計画」骨子案
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（２）杉並区自転車活用推進計画の骨子案について
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その他報告事項

（３）中野区新たな公共交通サービスの
令和５年度実証運行について

資料６ 中野区新たな公共交通サービスの
令和５年度実証運行について
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